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会
報
第
一
号
は
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）
三
月
二
十
九
日
発
行

哀
愁
を
帯
び
た
熱
唱
を
聞
き
大
変
好

評
の
な
か
行
事
は
終
了
し
ま
し
た
。

落
合
会
長
は
、
法
要
行
事
準
備
で
小

管
城
址
進
入
路
の
草
刈
り
作
業
が
、

会
員
の
高
齢
化
が
進
み
平
均
年
齢
は

七
十
歳
位
の
方
々
で
、
大
変
な
作
業

で
し
た
が
、
那
須
与
一
公
追
善
法
要

は
、
今
後
も
継
続
し
、
歴
史
文
化
の

継
承
を
と
、
意
気
込
み
を
話
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
も
西
江
原
史
跡
顕
彰
会
の

大
き
な
事
業
の
一
つ
で
あ
る
那
須
与

一
公
追
善
法
要
並
び
に
袖
神
稲
荷
夏

季
大
祭
を
八
月
二
十
七
日
（
土
）
永

祥
寺
で
行
い
ま
し
た
。　
　
　

　

ご
導
師
様
読
経
の
中
、
那
須
与
一

公
を
偲
び
追
善
法
要
を
来
賓
ご
臨
席

の
も
と
厳
か
に
執
り
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

奉
納
行
事
で
み
ん
よ
う
愛
好
会
の

方
々
に
よ
り
、
堂
内
で
の
艶
や
か
な

衣
装
で
道
祖
踊
り
奉
納
、
琵
琶
法
師

光
成
美
和
氏
に
よ
る
弾
き
語
り
、
演

題
と
し
て
「
扇
の
的
」
と
「
民
話
」

が
あ
り
ま
し
た
。

　

落
合
会
長
は
、
皆
さ
ん
こ
こ
で
ゆ

っ
く
り
深
く
深
呼
吸
を
三
回
ほ
ど
し

て
下
さ
い
、
そ
し
て
今
か
ら
八
百
年

前
、
平
安
時
代
に
気
持
ち
を
移
し
、

晴
れ
た
日
そ
し
て
風
が
少
し
吹
い
て

い
た
屋
島
の
合
戦
場
へ
自
分
を
入
れ

な
が
ら
琵
琶
の
弾
き
語
り
を
聴
い
て

み
て
下
さ
い
、
と
話
し
来
賓
の
方
、

一
般
の
方
々
含
め
弾
き
語
り
を
聴
講
、

「
那
須
与
一
公
追
善
法
要
並
び
に

　

 

袖
神
稲
荷
夏
季
大
祭
」に
つ
い
て

「
那
須
与
一
公
追
善
法
要
並
び
に

　

 

袖
神
稲
荷
夏
季
大
祭
」に
つ
い
て

「
那
須
与
一
公
追
善
法
要
並
び
に

　

 

袖
神
稲
荷
夏
季
大
祭
」に
つ
い
て
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西
江
原
史
跡
顕
彰
会
は
久
々
に
研
修
旅
行

を
計
画
し
十
一
月
二
十
九
日
（
火
）
に
福
山

城
博
物
館
へ
行
き
ま
し
た
．　
　

　

福
山
城
は
初
代
藩
主
水
野
勝
成
が
、
一
六

二
二
年
（
元
和
八
年
）
に
築
城
し
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
福
山
城
博
物
館
は

白
壁
が
真
新
し
く
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず

大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
、
入

館
す
る
と
内
部
で
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の
映

像
や
、
階
を
上
が
る
と
木
馬
に
よ
る
乗
馬
体

験
や
射
撃
体
験
な
ど
が
あ
り
賑
や
か
で
し

た
。
天
守
内
の
博
物
館
も
体
験
し
な
が
ら
顕

彰
会
の
会
員

が
四
百
年
前

の
お
殿
様
気

分
で
市
街
地

を
見
渡
し
当

時
を
想
像
し

て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　

天
守
閣
前

広
場
で
は
、

夜
の
イ
ベ
ン

ト
に
「
チ
ー
ム
ラ
ボ
福
山
城
光
の
祭
」
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

家
族
連
れ
ら
が
、
光
と
音
の
異
空
間
に
入
り

込
み
、
時
を
忘
れ
楽
し
め
る
よ
う
に
多
く
の

チ
ー
ム
ラ
ボ
が
設
置
（
卵
形
の
オ
ブ
ジ
ェ
）

は
刻
々
と
色
を
変
え
る
光
の
祭
典
で
あ
る
。

　

隣
の
広
島
県
立
博
物
館
へ
移
動
し
、
草
戸

千
軒
な
ど
の
展
示
物
を
熱
心
に
見
学
し
ま
し

た
。

　

午
後
は
小
雨
降
る
中
、
下
御
領
古
墳
群
へ

移
動
。
御
領
の
古
代
ロ
マ
ン
を
蘇
ら
せ
る
会

代
表
端
本
て
る
子
さ
ん
と
堂
々
公
園
で
合
流

し
ま
し
た
。

　

雨
の
中
で
足
元
が
悪
く
危
険
な
状
態
に
も

関
わ
ら
ず
移
動
し
な
が
ら
古
墳
群
の
解
説
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

御
領
遺
跡
は
、
広
島
県
福
山
市
神
辺
町
下

御
領
か
ら
上
御
領
に
か
け
て
の
南
北
一
、
四

㎞
、
東
西
一
、
六
㎞
に
広
が
る
縄
文
時
代
後

期
か
ら
中
世
の

遺
跡
の
事
で

す
。
井
原
鉄
道

建
設
や
住
宅
建

設
に
と
も
な
う

発
掘
調
査
ま
た

国
道
三
一
三
号

の
改
良
事
業
に

伴
う
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
様
々

な
遺
構
・
遺
物

の
発
見
が
さ
れ

ま
し
た
。
今
で

も
多
く
の
人
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
神
辺
平

野
に
あ
る
御
領
遺
跡
で
は
、
土
器
が
大
量
に

発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
古
代

よ
り
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

御
領
遺
跡
を
見
渡
す
山
の
斜
面
に
あ
る
古

墳
は
、
御
領
遺
跡
で
暮
ら
し
て
い
た
人
た
ち

の
墓
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
古
墳
の
丘
（
上

御
領
・
下
組
古
墳
群
）
の
石
室
の
大
き
さ
は
、

幅
０
、
八
㍍
の
も
の
か
ら
二
、
三
㍍
で
長
さ

は
二
㍍
か
ら
九
、
二
㍍
と
大
規
模
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
幅
が
二
㍍
以
上
だ
と
最
有
力
者
層

の
家
族
墓
で
、
幅
が
一
㍍
未
満
だ
と
身
分
に

関
係
な
く
別
の
理
由
で
埋
葬
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
下
か
ら
眺
め

て
も
存
在
感
が
あ
り
「
古
墳
の
丘
」
の
シ
ン

ボ
ル
的
古
墳
で
す
。

　

参
加
し
た
会
員
の
方
は
、

御
領
遺
跡
の
大
き
さ
に
触
れ

た
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

秋
の
研
修
旅
行

西
江
原
史
跡
顕
彰
会
は
久

に
研
修
旅
行

秋
の
研
修
旅
行

築
城
四
百
年
を
迎
え
た

  
福
山
城
と
御
領
遺
跡

築
城
四
百
年
を
迎
え
た

  
福
山
城
と
御
領
遺
跡

築
城
四
百
年
を
迎
え
た

  
福
山
城
と
御
領
遺
跡

早
雲
公
供
養
祭　

並
び
に

 

史
跡
顕
彰
会
総
会
に
つ
い
て

早
雲
公
供
養
祭　

並
び
に

 

史
跡
顕
彰
会
総
会
に
つ
い
て

■
日
時　

令
和
五
年
四
月
二
十
九
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
よ
り

■
場
所　

長
谷
山
法
泉
寺

た


